
京都市埋蔵文化財研究所発掘調査概報　2003-9

平
安
京
左
京
北
辺
四
坊
八
町
跡

平安京左京北辺四坊八町跡

2004年

財団法人　京都市埋蔵文化財研究所

財
団
法
人
　
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
発
掘
調
査
概
報
　
二
〇
〇
三
―
九



平安京左京北辺四坊八町跡

2004年

財団法人　京都市埋蔵文化財研究所



序　　文

京都には数多くの有形無形の文化財が今も生き続けています。それら各々の歴史は長

く多岐にわたり、京都の文化の重厚さを物語っています。こうした中、地中に埋もれた

文化財（遺跡）は今は失われた京都の姿を浮かび上がらせてくれます。それは、平安京

建設以来1 2 0 0年以上にわたる都市の営みやその周りに広がる姿をも再現してくれます。

一つ一つの発掘調査からわかってくる事実もさることながら、その積み重ねによってよ

り広範囲な地域の動向も理解できることにつながります。

財団法人京都市埋蔵文化財研究所は、こうした成果を現地説明会や写真展、考古資料

館での展示、ホームページでの情報発信などを通じて広く公開することで市民の皆様へ

京都の歴史像をより実態的に理解していただけるよう取り組んでいます。また、小学校

などでの地域学習ヘの成果の活用も、遺物の展示や体験授業を通じて実施しています。

今後、さらに埋蔵文化財の発掘調査成果の活用をはかっていきたいと願っています。

研究所では、平成1 3年度より一つ一つの発掘調査について報告書を発刊し、その成果

を公開しています。調査面積が十数平米から、数千平米におよぶ大規模調査までありま

すが、こうした報告書の積み重ねによって各地域の歴史がより広く深く理解できること

となります。

このたび京都和風迎賓施設建設工事に伴います平安京跡の発掘調査成果を報告いたし

ます。本報告書の内容につきましてお気付きのことがございましたら、ご教示たまわり

ますようお願い申し上げます。

末尾ではありますが、当調査に際して御協力と御支援をたまわりました多くの関係者

各位に厚くお礼と感謝を申し上げる次第です。

平成16年３月

財団法人　京都市埋蔵文化財研究所

所　長　　　川　上　　　貢
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平安京左京北辺四条八町跡

１．調査経過

京都御苑内での京都和風迎賓施設建設工事に伴う発掘・試掘調査である。発掘調査は2 0 0 3年５

月1 9日から調査を開始し、同年６月2 3日に終了した。試掘調査は2 0 0 4年３月1 7日から開始し、

３月25日に終了した。

発掘調査 南側から１区（南北７ⅿ、東西1 0ⅿ）、２区（南北1 0ⅿ、東西２ⅿ）の２ヶ所の調

査区を設定した。１区は、江戸時代後期の遺構面（第１面、現地表下約0 . 2ⅿ）まで機械掘削し、

その後、手掘りで調査を行った。第１面調査終了後、江戸時代中頃の遺構面（第２面、現地表下

約0 . 7ⅿ）まで掘り下げ、当該期の遺構調査を行った。その後、さらに掘り下げて第３面として、

江戸時代前半以前の遺構調査を実施した。各遺構面ごとに平面実測図と写真記録を作成し、最後

に断割により下層の状況を確認し、断面写真撮影・断面土層実測などを行い、調査を終了した。

２区は、江戸時代後期の遺構面（現地表下約0 .６ⅿ）まで機械掘削し、その後、手掘りで調査を

行った。遺構面では、遺構の掘り下げを行ったが、工事による攪乱が地表下0 .６ⅿまでしか及ば

－1－

図１　調査位置図（１：2,500） ※網掛け部は1997～2002年にかけて実施された調査区



ないため、約0 . 2ⅿの掘り下げにとどめた。その後、平面実測図と写真記録を作成した。最後に南

側で下層の状況を確認し、壁面の遺物採集、断面土層実測などを行い、調査を終了した。

試掘調査 試掘１（南北２ⅿ、東西８ⅿ）、試掘２（南北２ⅿ、東西６ⅿ）の２ヶ所の調査区を

設定した。調査では機械で掘り下げ、断面での観察を主眼に調査を行った。試掘１の調査では壁

面が軟弱なため安全確保のため、現地表下１ⅿで幅0 . 5ⅿの控えを壁沿いに、北と南の両側に設け

て２段掘りとした。地山までは現地表下2 . 2 mであった。試掘２では現地表に1 . 6ⅿ上まで工事用

盛土が広範囲にわたり敷かれていたため、また排土の置場が十分確保できなかったことから、調

査区の東半部を中心に調査を行った。

２．調査地の沿革と既往の調査

（１）調査地の沿革

調査地は京都市上京区京都御苑３である。平安京では左京北辺四坊八町にあたり、北を一条大

路、西を富小路、南を正親町小路、東を東京極大路に囲まれた町で、調査地はそのほぼ中央部と

西部に位置する。当町は、平安時代前期には藤原褒子（藤原時平の娘）の邸宅（京極院）や、藤

原顕忠の邸宅（東南部か）があったとされるが、他にどのような人が住んでいたか不明である。

平安時代中期後半には源倫子（藤原道長の妻）の西北院の敷地となる。中世以降は当地域の住人

を記録した史料はないが、周辺では鎌倉時代から室町時代の遺構・遺物が検出され、高倉通と正

親町通に面した上京の東南辺部に含まれ、町屋となっていたことが窺える。室町時代には、この

地に一条道場が造られる。室町時代以降、東洞院土御門殿が内裏（京都御所）となり、桃山時代

には信長・秀吉による御所修造が行われるのに伴い、周辺に公家の邸宅が建てられ、公家町が形

成される。公家町は、万治・宝永・天明と大火に遭うが、その都度再建され、特に宝永の火災後

には地割と街路が変更されている。調査地は、この公家町の北東部にもあたり、天保８年（1837）

の『禁閥内外全図』には、「堤家」・「甘露寺家」などの邸宅があったことが知られる。明治２年に

は、天皇が東京に移るに伴い、公家も移ったため空き地となり、その後、公園となり現在に至る。

－2－

図２　発掘調査状況（南から） 図３　試掘調査状況（東から）



（２）既往の調査

調査地周辺では、これまで多くの発掘調査が行われている。八町北端および一条大路の調査で

は、一条大路の側溝と道路面、および宅地内で平安時代後期から鎌倉時代の遺構が検出されてい

る
　１）

。五町から八町では５回の発掘調査が実施され、古墳時代から江戸時代に至る遺構・遺物を検

出し、特に江戸時代の公家の邸宅を良好な状態で検出した
　２）

。この調査の内、本調査地の南側・西

側で行われた発掘調査（Ｃ・Ｇ区）では、江戸時代中期から後期の南北街路（二階町通）と、そ

れに面した東側・西側の邸宅と、邸宅内の柵・溝などを検出した。江戸時代前期の南北街路（二

階町通）に面した西側の邸宅と、その邸宅西限の溝（背割り溝）、邸宅内の土壙・井戸・柵などを

検出した。室町時代後半の土壙・井戸・建物・堀、平安時代後期の庭園に関係する斜行溝・土壙、

平安時代中期の土壙、古墳時代の土壙などを検出した。今回の調査は、迎賓館関連の８次調査

（インフラ関係調査を入れれば）となり、これまでの周辺の調査と合わせて、八町域宅地内の遺構

や、近世公家邸宅街の状況を明らかにすることを目的とした。

３．遺　　構

(１）層　序（図４）

調査地は、場所によって堆積状況が異なるが、発掘調査１区の基本的層序は地表面から約0 . 2ⅿ

までがゲートボール場の整地土・現代整地土（第１層）で、第２層は暗褐色泥砂を中心とする土

層（厚さ0 . 2 5～0 . 4 m）で、第３層は褐色砂泥を中心とする土層（厚さ0 . 2 5ⅿ）である。その下は

－3－

図４　１区南西壁断面図（１：40）



第４層黄色粘土・第５層褐色泥礫で、いずれも無遺物層の地山である。２区も同様の堆積状況で

ある。調査は、第２層上面を第１面、第３層上面を第２面、第４層上面を第３面として、３段階

に分けて調査を行った。第１面は江戸時代後期以降の遺構、第２面は江戸時代前半から中頃の遺

構が主体、第３面は室町時代から桃山時代の遺構が主体をなす。第３面の検出高は、北端が南端

より0 . 2ⅿ高く、北側から南に若干傾斜する地形である。第１・２面も同様に、北側が高く南に傾

斜する。第３面上面の標高は、調査区中央で5 0 . 1ⅿである。試掘調査については図1 1で断面を図

示した。

（２）遺構の概要

１）発掘調査

１区 第１面では江戸時代後半以降の遺構を検出した。遺構には土壙・石室・井戸・柱穴など

があるが、かなり重複している上、調査区が狭いこともあって、規模や平面形は明らかでないも

のが多い。土壙は調査区全域で検出し、多くはゴミ処理用の穴と推定でき、土器・瓦などが出土

した。第２面で江戸時代前半から中頃の遺構を検出した。遺構には土壙・柱穴などがある。土壙

は調査区全域で検出した。大半はゴミ処理用の穴であるが、埋土が黄色砂の洪水砂処理用の土壙

と推定できるものもある。第３面で室町時代後半から桃山時代の遺構を検出した。遺構には土

壙・堀・柱穴などがある。土壙は調査区全域で検出し、大半はゴミ処理用の穴である。

２区 江戸時代後半以降の遺構には土壙・柱穴などがあるが、規模や平面形は明らかでないも

のが多い。土壙は調査区全域で検出し、多くはゴミ処理用の穴と推定でき、土器・瓦などが出土

した。

２）試掘調査

試掘１ 試掘２の北西約7 0ⅿに位置し、現地に保存予定の大径木に近接している。また1 9 9 8年

に発掘調査したＡ区にも南接している。地山の黄褐色粘土層を切り込んでいる土壙２基と井戸１

基を確認した。

試掘２ 2 0 0 0年に発掘調査したＧ区の北半部西に接している。Ｇ区の調査で検出した江戸時代

の南北道路である二階町通の路面層の延長部を検出した。

－4－

表１　遺構概要表



（３）検出遺構

１）発掘調査

１区の遺構

江戸時代後半の遺構（図５、図版１）

土壙S K６　調査区南半部の西で検出した。北側は石室S K５に切られ、南側は調査区外に延び

る。残存規模は幅3 . 5ｍ、長さ1 . 5ｍ、深さ0 . 5ｍ。埋土は黒灰色砂泥で、炭・焼土と焼け瓦を多量

に含む。

土壙S K 1 5 北半部の東で検出した。北側は調査区外に延びる。規模は幅2 . 0ｍ、長さ２ｍ以上、

深さ0.6ｍ。埋土は黒灰色砂泥で、土師器片と炭が混じり、焼け瓦も多量に含む。

土壙S K 1 8 ほぼ中央部で検出した。西側は石室S K５に切られる。規模は幅2 . 0ｍ以上、長さ

2 . 5ｍ、深さ0 . 3ｍ。埋土は黒灰色砂泥で、土壙内から江戸時代後半の土師器と共に京・信楽系の

鍋蓋・火入れ、焙烙などと焼け瓦も多量に出土している。

土壙SK22 南半部で検出した。西側は土壙SK６に切られ、幅１ⅿ以上、長さ0.9ｍの惰円形で、

中央に甕を据える。埋土は炭を含む暗褐色砂泥。

石室S K５　西半部で検出した。円形で径3 . 3ⅿ、深さ0 . 7ⅿ。一部石組みが残存し、外縁には漆

喰の痕跡が認められる。埋土は礫を多く含む黒色泥砂。

井戸S E 3 2 北半部で検出した円形の石組井戸。掘形は径２ⅿの円形で、深さ２ⅿ以上である。
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図５　１区第１面遺構平面図（１：100）



石組の内径は0.9ｍで、0.2～0.3ｍの河原石を用いて小口面を内側に向け、円形に積み上げている。

埋土は灰黄褐色砂泥。

江戸時代前半の遺構（図６、図版２）

土壙S K 2 6 調査区西端で検出した。北・南側は削平され、西側は土壙S K 2 7に切られ、形状は

明確でない。残存規模は幅0 . 2ｍ、長さ0 . 7ｍ、深さ0 . 2ｍ。埋土は暗オリーブ褐色砂泥で、土壙内

から江戸時代前半の土師器皿と共に肥前系磁器の古九谷様式の皿が出土している。

土壙S K 2 7 西半部で検出した。形状はほぼ円形で径0 . 7ⅿ、深さ0 . 2ⅿ。埋土は暗オリーブ褐色

砂泥で、礫を多量に含む。

土壙SK30 南半部の西端で検出した。大半は削られているが、残存規模は幅3.5ｍ、長さ2.5ｍ、

深さ0.2ｍ。埋土は暗灰黄色細砂で、洪水処理用の土壙とみられる。

土壙S K 3 3 北半部で検出した。大半は削られており、残存規模は幅0 . 5ｍ、長さ1 . 3ｍ、深さ

0.1ｍ。埋土は炭と礫を含む褐色泥砂。

土壙S K 3 9 南半部の西で検出した。西と南側は調査区外に延びるが、残存規模は幅2 . 3ｍ、長

さ４ｍ、深さ0.2ｍ。埋土は黄色砂で、遺物は全く含まれておらず、洪水処理用の土壙とみられる。

土壙S K 5 3 調査区南西部で検出した。大規模な瓦溜で、南側は調査区外に延びる。上面には土

壙SK39が重複していたため、第３面で検出している。残存規模は幅3.3ｍ、長さ２ｍ、深さ0.9ⅿ。

埋土は灰黄褐色砂泥で、埋土中に瓦を多量に含む。
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図６　１区第２面遺構平面図（１：100）



桃山時代以前の遺構（図７、図版２）

堀S D 5 2（図８） 中央部で検出した。堀の方向

は南北に延び、約６ⅿ検出したが北で止まる。素

掘りで両肩部は急傾斜で立ち上がり、底部は平坦

である。規模は東西幅1 . 3 5ⅿ、深さ約1 . 6ⅿ。埋土

は２層に分かれ、上層が褐灰色砂泥で炭を少量と

礫を多く含む、下層は黄褐色砂泥層で黄色粘土ブ

ロックを含む層で、東から流入する。底部に泥土

は堆積しておらず、堀は基本的に空堀と推定でき

る。上・下層からは室町時代後半から桃山時代の

土師器皿、瀬戸・美濃系の皿、瓦器羽釜などが出土している。

２区の遺構

江戸時代後半以降の遺構（図９、図版３）

土壙S K１　調査区の北端で検出した。北側は調査区外に延びる。残存規模は幅1 . 5ｍ、長さ２

ｍ、深さ0.2ｍ。埋土は灰黄褐色砂泥で瓦を多量に含む。

土壙S K２　調査区の北側で検出した。北側は土壙S K１に切られ、東側は調査区外に延びる。

残存規模は幅１ｍ、長さ2.5ｍ、深さ0.3ｍ。埋土は暗褐色砂泥で、焼土・炭・瓦を多量に含む。

土壙S K３　ほぼ中央部で検出した。北側を土壙S K２に切られ、西側は調査区外に延びる。残
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図７　１区第３面遺構平面図（１：100）

図８　堀SD52断面図（１：50）



存規模は幅1 . 6ｍ、長さ2 . 5ｍ、深さ0 . 3 5ｍ。埋土は暗

褐色砂泥で、焼土・炭と瓦を多量に含む。

土壙SK５（図10） ほぼ中央部で検出した。円形で、

規模は径0 . 4ⅿ、深さ0 . 2ⅿ。土壙内の中央底部に大型

壷を口縁部を上にして据え、蓋を被せて外容器として

いる。埋土は灰褐色砂で炭を含み、中に内容器の小型

壷を口縁部を上にして据えていた。

土壙S K６　南半部で検出した。ほとんどが調査区

外に延びる。残存規模は幅1 . 6ｍ、長さ2 . 5ｍ、深さ0 . 2

ｍ。埋土は黒灰色砂泥で焼土・炭と瓦を多量に含む。

２）試掘調査

試掘１の遺構（図11、図版４）

土壙S K１　調査区東端で検出した。規模は北壁断

面から東西幅が2.3ⅿ以上、深さは1.5ｍ。埋土は３層に分かれる。

土壙S K２　ほぼ中央から西にかけて検出した。規模は幅３ⅿ以上、深さが0 . 5ｍ以上である。

埋土は灰黄褐色砂泥。埋土からは平安時代から江戸時代までの遺物が出土している。

井戸S E１　西端で検出した。円形石組の井戸で西側は調査区外に延びる。掘形が径1 . 5ｍ以上

の円形で上位から石組が残存しており、深さは検出面から2 . 2ｍ以上であった。埋土は暗褐色砂泥

で、焼土・炭と江戸時代前期から中期の土師器皿・肥前系磁器の皿・棟丸瓦などが出土している。

試掘２の遺構（図11、図版５）

土壙S K３　調査区西端で検出した。規模は幅0 . 8ⅿ以上、深さ１ⅿ。埋土は４層に分かれ、最

下層からは江戸時代前期の土師器皿が出土している。

路面　現代盛土と近代層の下約1 . 8ⅿで、路面層を確認した。路面層は厚さ0 . 6ｍで４層に分か

れ、いずれも小礫を堅固に敷き詰めた状態であった。
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図10 土壙SK５（西から）

図９　２区遺構平面図（１：100）
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図11 試掘１・２遺構実測図（１：100）



４．遺　　物

（１）遺物の概要

１）発掘調査

出土遺物は整理箱に2 0箱である。江戸時代のものが大半を占め、他の時期の遺物は少量である。

土器類が大半で、瓦類は少ない。

平安時代　土器類、瓦類が少量ある。すべて中世以降の遺構に混入して出土した。土器類には、

土師器・須恵器・緑釉陶器などがある。瓦類には軒平瓦がある。

鎌倉時代から桃山時代　土器類、瓦類がある。土壙・堀・柱穴・包含層から出土した。土器類

には、土師器・施釉陶器・焼締陶器・磁器などがある。土師器皿類が大半を占める。

江戸時代以降　土器類、瓦類があり、土壙・井戸・柱穴・包含層から出土した。土器類には、

土師器・焼締陶器・施釉陶器・磁器などがある。土師器皿類が大半を占め、鍋・焼塩壷、焼締陶

器壷・擂鉢、施釉陶器椀・鉢・壷、染付・青磁・白磁椀などがある。瓦類には、軒丸瓦・軒平

瓦・丸瓦・平瓦・棟丸瓦などがあり、瓦溜からまとまって出土した。

以上の内から１区の第１面では土壙S K 1 8、第２面では土壙S K 2 6、第３面では堀S D 5 2からの出

土遺物について図12に示し、概述する。

２）試掘調査

出土遺物は整理箱に１箱である。江戸時代が大半を占める。他には平安時代から鎌倉時代のも

のがあるが少量である。

平安時代　土器類、瓦類があるが少量である。すべて江戸時代の土壙から出土している。土器

類には土師器・須恵器・緑釉陶器などがある。

鎌倉時代から桃山時代　土壙１・２から出土した土器類であるが、混入とみられる。土師器・

焼締陶器・磁器・瓦器などがある。
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表２　遺物概要表

※　コンテナ箱数の合計は、整理後、Ａランクの遺物を抽出したため、出土時より２箱多くなっている。



江戸時代以降　土器類、瓦類がある。井戸１・土壙１～３から出土した。土器類には土師器・

焼締陶器・施釉陶器・磁器などがある。土師器皿が大半を占める。瓦類には棟丸瓦がある。

以上の内から井戸SE１、土壙SK３からの出土遺物について図13に示し、概述する。

（２）出土遺物

１）発掘調査

土壙SK18（図12、図版６　１～６）

（１～３）は土師器皿である。いずれも白色系の皿で１・２は口径7 . 4㎝・8 . 0㎝、器高1 . 3㎝・

1 . 5㎝の小型皿である。３は口径1 2 . 0㎝、器高1 . 9㎝の大型皿である。京都XIII期中～新に属する
　３）

。

（４）は土師質土器の焙烙である。口径2 7 . 0㎝、器高3 . 5㎝以上である。外形の成形は型作りで、

口縁直下に突帯状の張り出しをもつ。器壁は下半ほど薄い。大阪府枚方市津田産で、産地分類か

らＧ類に属する
　４）

。（５）は口縁端部を除き全面に施釉された京・信楽系の灰釉陶器の鍋蓋である。

口径1 2 . 8㎝、器高3 . 0㎝である。（６）は京・信楽系の灰釉陶器の火入れである。口縁部５ヶ所が

内側に押さえられており、口縁端部内面から体部外面下半には灰釉が施され、体部外面には錆絵

で笹ノ葉文様が描かれている。また底部外面には目痕が残る。口径10.4㎝、器高7.1㎝。

土壙SK26（図12、図版６　７～14）

（７～1 2）は土師器皿である。７は口径6 . 0㎝、器高1 . 3㎝の小型皿である。８～1 0は口径9 . 0～
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図12 発掘調査出土遺物実測図（１：４）



1 0 . 0㎝、器高1 . 6～2 . 3㎝の中型皿である。1 1・1 2は口径1 0 . 8㎝・1 2 . 0㎝、器高2 . 0㎝・1 . 6㎝の大

型皿である。京都Ⅺ期古～新に属する。（1 3）は肥前系磁器の白磁椀である。高台端部を除き全面

に白濁した白磁釉が施されているが、細かい貫入が目立つ。口径1 1 . 2㎝、器高4 . 0㎝。（1 4）は肥

前系磁器の古九谷様式の皿である。乳白色の白磁の素地に内面には色絵で岩・鳥・花・雲が、

褐・青・赤・黄彩で描かれている。その周囲には赤彩で二重圏線と、その外周には鋸歯文に似た

幾何文様が巡る。高台部外面には二重圏線と近くに一条の圏線が、また高台部内面にも一条の圏

線が巡る。口径14.4㎝、器高2.35㎝。

堀SD52（図12、図版６　15～22）

（1 5～2 0）は土師器皿である。1 5～1 7は口径7 . 0～9 . 2㎝、器高1 . 6～2 . 3㎝の小型皿である。1 8

～2 0は口径1 3 . 0～1 5 . 0㎝、器高2 . 4～2 . 7㎝の大型皿である。京都Ⅸ期新～Ⅹ期古に属する。（2 1）

は瓦器の羽釜である。口径2 1 . 6㎝、器高1 2 . 7㎝ある。外面は指オサエで調整し、内面は横方向に

ナデる。底部は欠損しているが、残存する形状から平坦に作られていたと推定される。口縁部や

鍔の成形は雑である。（2 2）は瀬戸・美濃系の灰釉陶器皿である。全面に緑灰色の釉が施されてい

る。胎土は白色で粗い。口径10.0㎝、器高2.1㎝。

２）試掘調査

井戸SE１（図13、図版６　23～29）

（23～27）は土師器皿である。23・24は口径9.0㎝・10.0㎝、器高1.6㎝・1.7㎝の小型皿である。

2 5は口径1 1 . 0㎝、器高2 . 3㎝の中型皿で、内面には圏線が巡る。2 6・2 7は口縁がともに1 2 . 0㎝、

器高2 . 2㎝・1 . 9㎝の大型皿である。内面にはともに圏線が巡る。京都Ⅻ期古～中に属する。（2 8）

は肥前系磁器の皿である。高台外面を除き白濁色の釉が施されているが、内面は見込みに蛇ノ目

釉剥ぎがなされ、重ね焼きの圧痕が残る。口径1 3 . 0㎝、器高3 . 7㎝。（2 9）は棟丸瓦である。瓦当

文様は菊花文。凹弁10葉二重菊で、間弁は凹弁の菊花文で周縁はない。

土壙SK３（図13 30～33）

（3 0～3 3）は土師器皿である。3 0は口径5 . 2㎝、器高1 . 0㎝の小型皿である。3 1・3 2は9 . 4㎝・

1 0 . 0㎝、器高1 . 7㎝・1 . 9㎝の中型皿である。3 3は口径1 2 . 0㎝、器高1 . 9㎝の大型皿で、内面に浅い

圏線が巡る。京都Ⅻ期古に属する。
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図13 試掘調査出土遺物実測図（１：４）



５．ま と め

調査地は平安京左京北辺四坊八町跡に推定されている。当地では平安時代前期には藤原褒子

（藤原時平の娘）の邸宅（京極院）が、中期から後期は藤原頼通により再建された西北院があった

とされている。既調査においては平安時代後期の北東から南西方向の溝を検出し、西北院の園池

に流れ込む溝として考えられている。今回の調査では平安時代の遺構は検出できなかったが、発

掘調査１区で平安時代中期から後期の土師器・須恵器・緑釉陶器などが中世の遺構から出土して

おり、関連する遺構は削平されたことが推定される。

鎌倉時代から室町時代前期の遺構は、土壙などがあるが極めて少なく、遺物も江戸時代以降の

遺構に混在して出土しており、出土量も少ない。周辺の先行調査でも遺構の数が少なく、江戸時

代以降の大規模な遺構により、削平された可能性が高い。

室町時代には調査地一帯は町屋化していくが、応仁の乱から室町時代末期にかけては、当地を

含む禁裏（御所）周辺に濠を掘らせ整備させている。当該期の遺構としては発掘調査の１区で検

出した堀S D 5 2がある。この南北堀は、先行調査のＧ区堀G 2 6 3 0・Ｊ区堀J 8 7に接続するもので、

総延長6 0ｍで、１区北側で止まっている。堀は空堀で東側に土塁があったと推定できる。堀

G 2 6 3 0の南に位置する堀G 9 6 5は東西方向で総延長2 9ｍで、この堀は正親町小路北側溝に重複して

いる。また堀S D 5 2が途切れた西側のＣ区北半では、東西方向の溝C 1 1 5 9が断続しながらも７ⅿ検

出されている。それらの堀・溝を繋いだ一画内では、宅地を構成する建物・塀・井戸・土壙など

が検出されている。また堀は形態や規模からも中世の上京域でみられるＡ型式に属し
　５）

、防御性の

高い性格が考えられる。堀S D 5 2からは出土遺物は少なく、かなり短期間で埋め戻されている。出

土した土師器皿の年代が京都Ⅸ期新～Ⅹ期古

（1 5世紀後半～1 6世紀初め）であることから、

応仁の乱または天文法華乱に関係している可能

性が高い。

桃山時代は当地一帯では天正1 7年（1 5 8 9）の

新造御所の築造から慶長1 0年（1 6 0 5）徳川幕府

の院御所建設により公家町形成が完了する。以

後、江戸時代を通して調査地周辺は、大規模な

火災などを契機として公家の宅地の様相を変え

ていく。

江戸時代初期の遺構としては、発掘調査の１

区で検出した土壙S K 2 6・5 3などがある。土壙

S K 2 6からは肥前系磁器の古九谷様式の色絵付け

の皿が出土している。京都市内でも出土例は少

なく、公家町の調査においても、５次調査のＭ

－13－

図13 堀SD52と既往の調査（１：1,000）



区での皿片の出土にとどまっている
　６）

。土壙S K 5 3は大規模な瓦溜で、焼けた瓦を多量に含み、出土

土器から考え、宝永の大火の後の整理土壙と推定できる。調査地西部で検出した黄色砂の堆積し

た土壙S K 3 0・3 9は瓦溜を覆っており、宝永後の洪水砂処理用の土壙と考えられる。試掘調査２で

はＧ区とＣ区で検出された二階町通（南北街路）の路面部を検出している。先行調査や文献史料

から、発掘調査１・２区は二階町通西側、試掘調査１区は東側の宅地内にあたる。西側は１区が

近衞家跡、２区と試掘調査１区は園家跡と推定できるが、宅地内の建物配置や具体的な状況は明

らかではない。

江戸時代後半の遺構としては土壙・井戸・柱穴などがあり、遺構が重複し、出土遺物も多く、

活況を呈していた状況が窺える。発掘調査１区では土壙S K６・1 5・1 8などは焼土・炭とともに、

焼けた瓦も含んでいた。出土土器から考え、天明の大火後の整理土壙とみられる。先行調査や文

献史料から、調査地は宝永の大火の後に西へ移動した二階町通（南北街路）東側の宅地内にあた

り、発掘調査１区は三室戸家跡、２区は高松家跡、試掘調査１は園家跡に推定できる
　７）

。試掘調査

１では江戸時代後期の石組井戸S E１と江戸時代前期の土取り穴とみられる土壙S K１・２を確認し

た。近接するＡ区の調査でも江戸時代前期の整地層と共に土取り穴を検出しており、公家町再

建・修復などに関連して地山とみられる良質な黄褐色粘土を採取したことが考えられる。また石

組井戸は園家に関わる井戸の可能性が高い。

調査地一帯は公家町として明治２年（1 8 6 9）東京遷都まで存続していたが、東京への移転後は

昭和３年の昭和天皇の即位礼を経て、饗宴殿跡グラウンドとして現在に至っている。

註

１） 近藤喬一・松井忠春「平安京東北隅一条大路・東京極大路」『古代文化』第 2 7巻６号　古

代学教会　1975年

２） 『平安京左京北辺四坊　第１・２分冊』京都市埋蔵文化財研究所調査報告第2 2冊　(財) 京都市埋蔵

文化財研究所　2004年

３） 土師器皿の編年型式は当研究所の『研究紀要』第３号に掲載された「京都の都市遺跡から出土する

土器の編年的研究」での型式編年を用いた。

４） 難波洋三「津田の土器作り」『四国と周辺の土器　炮烙の生産と流通　発表要旨　資料集』 四国徳

島城下町研究会　2001年

５） 山本雅和「中世京都の堀について」『研究紀要』第２号　(財) 京都市埋蔵文化財研究所　1995年

６） ２）の第２分冊　第９章「第１節　土器・陶磁器類」のＨ・Ｍ・Ｎ区のその他の項（1 8 9頁）で古九

谷様式の皿片（図版532-14）出土が概述されている。

７） ２）の第２分冊　第７章「第２節　古絵図からみた調査地付近の街路と宅地割」で宅地割の変遷が

述べられている。
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